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年間聖句

YMCANews
「平和や互いの向上に役立つことを追い求めようではありませんか。」

ローマの信徒への手紙��章��節より

　漆黒の闇に沈むベツレヘムの野に、光が輝き渡ります。救い主の
誕生の知らせを告げる天使に、天の大軍が加わって神を賛美しま
す。
　「いと高き所には栄光あれ。」
　天使の大合唱が闇夜を圧倒します。羊飼いたちが聞いたこの歌

「グロリア」はクリスマスの讃美歌になくてはならない歌になりまし
た。クリスマスシーズンには世界中でどれだけ多くの人々によって

「グロリア」が歌われることでしょう。
　グロリアとは「輝き」であり「光」です。輝きは本質的に神のもとに
あるべきものです。「いと高きところに」あるものです。だから教会で
は、繰り返し神に栄光を帰する頌栄を歌ってきました。さらに天使た
ちは歌います。
　「地には平和、御心に適う人にあれ。」
　栄光が天にあるべきものであるなら、平和は地にあるべきものだ
というのでしょうか。
　でも、わたしたちが今、この地上の現実に目を向けるとき、そこに
平和があるとはとても言えません。今この時にも「地に平和！」と天
使たちが歌ったまさにその場所で殺し合いが続いているのです。
　聖書が語る歴史は争いの歴史です。敵意があり、憎しみがあり、殺
し合いがあり、嘆きがあります。最初に「グロリア」が歌われた場所
はそのような場所でした。その場所にイエス・キリストの誕生の知ら
せが届けられます。わたしたちは今、この世界に闇をみていますが、
それはイエスが来た時代も同じでした。「光は闇の中で輝いてい
る。」（ヨハネによる福音書１章５節）、キリストは闇の中に光として来
たのです。

　クリスマスは、本来は神のもとにあるべき光が、地上に来た出来
事でした。闇は光を必要とするからです。そしてこの世界が平和では
ないから、キリストは平和の君としてこの地上に生まれたに違いあり
ません。
　「地には平和、御心に適う人にあれ」、それは祝福でしょうか？ 願
いでしょうか？ これはわたしたちが歩むべき道を示すことばだと思
います。天使たちは、すべての人に平和があることこそが神の御心に
適うことだ。というメッセージを伝えたのではないでしょうか。そう
であれば、キリストの名によって立てられた神戸ＹＭＣＡもまた、平
和の主に従うものでなければなりません。
　今年のクリスマス。「グロリア」と歌うとき、キリストは今この時に
もこの闇の時代のただ中に光として来られることを思い起こしたい
と思います。
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おぐり            けん

小栗　献 さん（公財）神戸ＹＭＣＡ評議員、余島委員 （神戸聖愛教会牧師）

　一般財団法人 日本宝くじ協会の助成金の交付を受けて、集会用テントをご寄贈いただきました。このテントは全国のキャンプ場や幼稚
園・保育園などで使用し、青少年育成活動のほか、バザーや運動会などの地域行事、災害時の支援活動などに用います。感謝してご報告申
しあげます。



開館35周年記念イベント「アクアティックフェスティバル」
ウエルネスセンター学園都市ウエルネスセンター学園都市

学院祭を実施しました！ ～たくさんの笑顔が生まれた日～
神戸ＹＭＣＡ高等学院神戸ＹＭＣＡ高等学院
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　秋晴れの10月21日（土）、高等学院の学院祭を開催しました。西神戸ＹＭＣＡ
学園都市会館のワイワイまつりと一緒に行いますので、こどもから高齢者まで幅
広い層が集い、世代を超えた交流と出会いの時となりました。
　事前のホームルームで、出店内容についてみんなで知恵を出し合い、こどもた
ちが楽しめるように、ゲームコーナーを担当することにしました。まとあて、コイ
ン落とし、ボウリングなどを実施したところ、何度も足を運んでくれるこどもの姿
が。こどもたちの笑顔があふれ、生徒たちもそれぞれの役割を果たしつつ、また
同時に、自分たちもまつりを楽しんだ一日でした。懐かしいＯＢ・ＯＧたちも顔を
出してくれ、高校時代の思い出話でも大いに盛り上がりました。
　多様な人が集う西神戸ＹＭＣＡは、学校というよりも社会の縮図です。社会人
として必要な知識と経験を積み、次の道へ歩みを進める生徒たちに、これからも
エールをお送りください。

会　長　中 道 基 夫
総主事　井 上 真 二

　2022年７月にデンマークで開催された第20回 世界ＹＭＣＡ大会では、地球
的規模の課題解決のために以下の４点を重点項目として掲げ、全世界のＹＭ
ＣＡの行動指針となる「ビジョン2030」が採択されました。

　　・Community Wellbeing（心と身体の健康のために）
　　・Meaningful Work（やりがいのある仕事と環境の創造）
　　・Sustainable Planet（持続可能な地球のために）
　　・Just World（公正な世界の実現のために）

　私たちを取り巻く世界は気候変動や新型感染症の流行、戦争やエネルギー
問題、予想以上の少子化など課題が山積し、また先行きが不透明です。このよ
うな状況にあって、世界ＹＭＣＡのビジョンを踏まえ、神戸ＹＭＣＡ中期計画
VISION2030を策定し、私たちの使命、私たちの願い、そして実現のための柱を

定めました。これを基に各事業の2023年から2025年の３ヵ年計画を策定
し、ポジティブネットのある豊かな社会を創るため、事業や運動の再興
を図っていきます。地域の課題は世界の課題と密接につながっているこ
と、世界から神戸へ、そして神戸から世界へとつながっていることを感
じながら、神戸ＹＭＣＡに連なるすべての人がひとつとなることを目指
します。
＜私たちの使命＞
　私たちは、すべてのいのちが尊ばれ、互いに支え合う平和な社会を創
ります。
＜私たちの願い＞
　私たちは、世代を超えた人々が出会い、つながり合う場をつくり、日本
ＹＭＣＡ基本原則に基づき豊かな未来を創造する責任ある人を育てま
す。

　２回目となるＹＹＹフォーラム市ヶ原ハイキングが、
ワイズメンズクラブ六甲部共催のもと、26名の参加者
によって９月23日（祝・土）に開催されました。
　昨年より２週間遅い時期であり、風と木漏れ日が
気持ちいい行程となりました。今回もユース世代の職
員の方との交流に主眼をおいたプログラムで、年齢
を問わず皆さん交流を図り、全員とお話しされた強
者や、去年も参加されてましたよね？ とうれしいやり
取りも。またタイタコゲームでは必死になって相手に
勝とうとするメンバーもいました。終了後は茶屋で乾

杯したり、下山して昼食を共にしたり。参加者の感想
は「ワイズコーナー」をご覧ください。
　体を動かすフランクな交流から、ＹＭＣＡ・Y's・
Youthそれぞれの良さがみつかり・つながり・よくなっ
ていくよう、来年以降も開催予定です。ぜひご家族ご
友人もお誘い合わせの上ご参加ください。
　来年１月20日（土）の午前には、三宮会館で「ＹＭＣ
Ａの未来のために伝えたいこと」と銘打った従来形式
のＹＹＹフォーラムも予定しています。こちらもご参加
ください。

ひでひら      ゆうま

秀平 悠磨さん会員増強委員会委員長・神戸キリスト教青年会常議員

新年を迎えるにあたり

「世界から神戸へ、そして神戸から世界へ
　　　　　　　　　すべての人がひとつとなるために」

「世界から神戸へ、そして神戸から世界へ
　　　　　　　　　すべての人がひとつとなるために」

ＹＹＹフォーラム報告ＹＹＹフォーラム報告
口と体と肝臓を動かすＹＹＹフォーラム口と体と肝臓を動かすＹＹＹフォーラム

　　ウエルネスセンター学園都
市は今年で35周年を迎えました。
これを記念して、10月１日（日）、
元オリンピック選手の山本貴司さ
んと千葉すずさんを講師にお迎
えし、アクアティックフェスティバ
ルを行いました。トークイベント
とスイミングレッスンを実施し、
７歳～78歳の延べ168名の多世代が参加しました。
　トークイベントでは、臨場感のあるオリンピックの話題から、良く寝て何でも
しっかり食べ、あきらめずに努力することの大切さまで、さまざまなことをご経験
からお話しくださいました。人柄がにじみ出る楽しいお話で、時に夫婦漫才のよ
うにおもしろく、こどもも大人も心をわしづかみにされました。スイミングレッス
ンでは、ポイントを明確にわかりやすく、手取り足取り教えてくださり、その場で
フォームが改善しました。
　参加者からは「前向きなパワーをいただきました」「楽しかった！」「あと20年頑

張れそう。今75歳。ありがとうござ
います」と喜びの声が集まりまし
た。参加者の皆さま、共催いただい
た村田建設株式会社様、お支えく
ださったすべての方に感謝申しあ
げます。



第��回 アジア・太平洋ＹＭＣＡ同盟大会第��回 アジア・太平洋ＹＭＣＡ同盟大会
こ く さ い の ま ど

　９月13日（水）から20日（水）、「第21回 アジア・太
平洋ＹＭＣＡ同盟大会」がインドのチェンナイ（旧マ
ドラス）にて「回復力のあるコミュニティとしてとも
に歩む ―Vision2030を通しての生き方の変革―」
をテーマに開催されました。大会に先立ち「ユース・
アッセンブリー」と「ジェンダー平等フォーラム」も開
催され、21の国と地域から344名（うち日本は45名）
が参加しました。
　ユース・アッセンブリーでは、アジア各国のユース
リーダーやスタッフが集い、ＹＭＣＡでの課題や活

動、ＹＭＣＡ運動の推進に関して話し合いが持たれ
ました。COVID-19により人的交流が制限された私
たちに対して、国際的に協力していくためにはそれ
ぞれのストーリーを共有し、顔を合わせて会話をし
ていくことが必 要であると強 調されました。同じ
ユース世代の想いに刺激を受け、他国の現状を知る
ことで、改めて日本が置かれている状況・課題を考
える機会になりました。グローバルなＹＭＣＡとして
のミッションとローカルな活動の可能性について考
えていきたいです。
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R E P O R T

　太山寺児童館では、企業の方から寄付や寄贈品
をいただくことがあります。９月の初旬に、日本イー
ライリリー株式会社様から図書をご寄贈いただきま
した。同社は社会課題のひとつである「ヤングケア
ラー」の問題にも取り組んでおられ、啓発活動（気づ
きや学びのきっかけ）になればと、絵本や漫画など、
こどもたちが読みやすいものを選んで、本棚やポッ
プと共にご寄贈くださいました。
　設置に気づいたこどもたちは、さっそく手に取り
読みはじめ、日を追うごとにその人数も増えていき

図書のご寄贈をいただきました図書のご寄贈をいただきました神戸市立太山寺児童館

ユースプラザ夏まつりユースプラザ夏まつり
　８月27日（日）、地域の皆さんが集う場、中高生がいき
いきと活躍し存分に力を発揮できる場として「ユースプ
ラザ夏まつり」を開催しました。地域の皆さんと一緒に大
きなイベントを実施するのは数年ぶりでした。
　今回の「ユースプラザ夏まつり」は、企画から当日の飲
食・ゲームコーナーの運営まで、中高生ボランティアが
主体となって行いました。「小さなこどもたちが笑顔にな
るにはどう接したらいいか考えて行動した結果、“ありが
とう”と言ってもらえた」と、自分のことだけではなく相手
のことを考え、喜びを実感する姿がとても印象的でした。
　こどもたちは、わたがし器の前で、わたがしができるの

をまだかまだかと待っていたり、ゲームコーナーの景品
でもらったたくさんのお菓子を机に広げたりと楽しんで
いました。
　当日は160名以上の地域の皆さんにご来場いただき、
大盛況でした。中高生が存分に力を発揮した成果でし
た。これからもユースプラザKOBE・EASTは中高生の活
躍の場、周辺地域の方々が集う場を創っていきたいと
思っています。

ユースプラザKOBE・EAST

ました。こどもたちの年齢はさまざまですが、みな真
剣な眼差しで読み進めていました。また、保護者の
方々の目にもとまり、お子さんを見守りつつ本に目を
通されている姿もありました。児童館にお越しの際
には、ぜひ手に取ってご覧ください。
　このような活動が広まり、その課題で苦しむ方々
が救われるように、児童館もその一助になればと
思っています。日本イーライリリーの皆さま、本当に
ありがとうございました。

ふれあい運動会ふれあい運動会
　９月30日（土）、秋晴れの青空の下、小寺小学校の運
動場をお借りして、学園都市地域の３つの保育園の３
歳児以上が集う「ふれあい運動会」を開催しました。
　３歳児には初めての運動会。「汽車に乗ってどこまで
も」では、暗いトンネルや崖などさまざまな場所で、く
ぐったりジャンプしたり、元気いっぱい体を動かしまし
た。４歳児は料理番組でおなじみの曲に合わせて、友
達と協力してハンバーガーやサンドイッチ、ケーキなど
の料理を完成させました。
　５歳児は、３園の67名でパラバルーンに挑戦。絵本

『めっきらもっきらどおんどん』を題材にした「不思議な

世界であそぼう」のお話に合わせて、心をひとつにして
不思議な世界を表現しました。また「グループ対抗リ
レー」では、勝敗はもちろん、力いっぱい走ることや仲
間を応援することを楽しむことができました。
　新しい試みでは、事前アンケートで内容を決めた保
護者競技「大きなボールを運ぼう ～みんなで力を合
わせよう～」を実施しました。小学生のきょうだいや両
親、祖父母といった幅広い年齢の皆さんが４人一組に
なってマットに乗ったボールを運び、大きな歓声と笑い
声が響きました。これからも多くの笑顔があふれる園で
あるように、毎日の歩みを大切にしていきます。

神戸学園都市ＹＭＣＡこども園

狩山 晴奈大会参加職員 （西宮ＹＭＣＡ）
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神戸ＹＭＣＡの使命

神戸ＹＭＣＡの願い

私たちは、すべてのいのちが尊ばれ、互いに支え合う平和な社会を創ります。

私たちは、世代を超えた人々が出会い、つながり合う場をつくり、
日本ＹＭＣＡ基本原則に基づき豊かな未来を創造する責任ある人を育てます。

（神戸ＹＭＣＡ中期計画VISION2030）

守屋 裕子、澤井 惠子、齊藤 靖、原 寛、上杉 徹、
髙田 裕之、川原 真、中山 豊美、喜多 徹、松田 道子、
松森 正樹、香川誠陵中学校29期生一同、
アクアティックフェスティバル募金、
神戸ワイズメンズクラブ、西宮ワイズメンズクラブ

寄附

松森 正樹、サンヨー環境株式会社、
神戸ワイズメンズクラブ、宝塚ワイズメンズクラブ

チャリティーラン

国際協力募金

この他にも、多数の募金・寄附をいただいております。
感謝をもってご報告します。

感謝・寄附
（敬称略、順不同）（前号掲載以降～10/17現在）

熊谷 郁子、宗行 孝之介、松田 健之介
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神戸ＹＭＣＡを遺産の受取人に指定し、寄附いただく制度です。
神戸ＹＭＣＡは創立以来、多くの方々の物心両面からのお支えによって先駆的な働きを進めて
まいりました。大切な財産を未来に遺し、神戸ＹＭＣＡが今後も社会に必要とされる活動を展
開できるよう、大切に役立ててまいります。

神戸ＹＭＣＡ
遺贈制度

ワイズコーナー

ＹＹＹフォーラムＹＹＹフォーラム

阪本 龍太郎 さん
さかもと     りゅうたろう

 ＹＭＣＡ ＳＴＯＲＹ
ＹＭＣＡと私ＹＭＣＡと私 山本 義和さん学校法人 須磨浦学園学園長・学校法人 神戸ＹＭＣＡ学園評議員

やまもと     よしかず

　ＹＭＣＡとの出会いは、今から60年前、過保護で軟弱に
育ったわが子をなんとかしなければ、と考えた母に、余島の
長期少年キャンプに参加させられたことでした。生まれて初
めて10日以上、自宅を離れると知り、悲しい気持ちでいっぱ
いでした、案の定、最初の２日、３日は、なんとなく臭う井戸水
のシャワーや、ランプしかない薄暗いキャビン、フナムシや蜘
蛛、等々で落ち込んでいたのですが、後半には、大きな声で
キャンプソングを歌い、海辺の時間を楽しみ、蝉の声や波の
音も心地良く感じるようになっていました。そして、翌年の夏
も余島キャンプに参加していました。
　大学生になり、余島キャンプリーダー会からお誘いを頂き、
４年間、夏休みは余島、冬休み・春休みはスキーキャンプの
リーダーとして志賀高原で過ごしました。リーダートレーニン
グで、こどもたちとの接し方についての基礎知識や実際の行
動を学び、カウンセラーやプログラムリーダーを担当させて
いただいたことが、その後の教員生活に大変役立つこととな
りました。「明日の指導者は、今日造られる」、まさに人生に影
響する体験をさせていただいたことに感謝いたします。
　私立須磨浦小学校に就職した私は、サマースクールの担

当となり、1977年の余島野外活動センターのオープン以来、
毎年利用させていただくことになりました。中には、余島リー
ダーになった卒業生もいます。
　1999年からは、アメリカ合衆国オレゴン州ポートランド市
にあるリッチモンド小学校との国際交流プログラムを神戸Ｙ
ＭＣＡの仲介で始めることができ、今までに、両校あわせて
1,000名以上の児童がホームステイをし、日米両国での貴重
な家庭生活や学校生活を経験し交流を深めてきました。
2000年からは「より良い英語教育に向けて」、国際センター、
のちのランゲージセンターにも協力していただきました。
　私は1995年から神戸ＹＭＣＡの教育に関する委員会に所
属し、現在も、学校法人 神戸ＹＭＣＡ学園の評議員を務めさ
せていただいています。それぞれの会で、つねにこどもと向き
合い、こどもたちと共に謙虚に人間性を高めておられる皆さ
まとお出会いできたことに幸せを感じています。
　私にとって、神戸ＹＭＣＡは「人と出会い、神と交わり、愛の
火のもえるところ」です。今、改めて、ＹＭＣＡに感謝の気持ち
でいっぱいです。

　ＹＭＣＡの活動において、‘祈り’から始める文化を
私はとても好きだ。集いの場を与えられたことに感
謝し、集いの意味を全員で求める誓いを立てる。そし
て、参加できなかった人も含め、その集いを通じ一人
ひとりの愛と奉仕の心が導かれることを願う。
　今回のＹＹＹフォーラムもそんな清 し々い気持ちで
自然の中に入ってゆくという、素晴らしいハイキング
だった。布引の滝の水音を聞きながら、歩幅を合わ
せながらお互いの自己紹介を交わす。目的地の市ヶ
原ではゲームで童心に戻り全員が仲良くなる。そし
て山中で解散。各々、奉仕の配置に戻っていくのだ。
そんな自由で平等なＹＭＣＡが私はとても好きだ。次
回は誰か誘って参加しよう。独り占めするにはもった
いない。

六甲部地域奉仕・環境事業主査

　ブランシエール神戸北野は、この神戸ＹＭＣＡ三宮
会館にて「年代や国籍を超えた人たちとの関わりを楽
しむ」「山の手の自然と、街中の利便性を揃えた環境」
で、ご入居者お一人おひとりに心地良い「空間」や「時
間」をご提供しています。
　2023年５月の「新型コロナウイルス感染症が第５類
に移行」を受け、７月にはＹＭＣＡの留学生との日本文
化交流として「ふれあい寄席（落語）」を開催、客席は

笑い声に包まれ大盛況。さすが日本の伝統文化！ 笑
いのツボは万国共通でした。改めて人と人との繋がり
を感じられる一日でした。
　ブランシエール神戸北野がご入居者向けに開催し
ている行事についてご紹介させていただきます。「ゆう
ゆう体操」「たのしい書道」「楽しい脳トレ音読」「絵手
紙の会」など。私たちは今日も明日も、心地良い暮らし
を目指してご入居者の生活をサポートしていきます。

　20周年を迎えた「神戸バイブル・ハウス」の記念事
業の一環として、12月８日（金）に神戸文化ホールにて

「神戸のクリスマス」が開催されます。片柳弘史神父
（カトリック宇部・北岩山・高千帆教会主任司祭）によ

るメッセージ、関西学院大学グリークラブ、松蔭女子学
院ベルクワイアーの演奏、また参加される皆さまとと
もにクリスマスキャロルを楽しむ時間もあります。大人
もこどもも、どなたでもご参加できます。みんなでクリ
スマスのお祝いをいたしましょう。

日時：2023年12月８日（金）
　　  19:00～21:00（18:20開場）
会場：神戸文化ホール（中ホール）
主催：神戸バイブル・ハウス
お問い合わせは神戸バイブル・ハウスＨＰから　　　

（https://kbh-bible.jp）

島尾 侍道さんブランシエール神戸北野 事業所長
しまお           ひとみち

神戸のクリスマス神戸のクリスマス

ブランシエール神戸北野よりブランシエール神戸北野より

（神戸西ワイズメンクラブ）


